国民スポーツ大会参加に伴う指定宿舎外宿泊（後泊）補助金支給について

第80回国民スポーツ大会（以下「大会」という）に参加する本県選手団の派遣において、遠隔地開催に伴う移動効率の向上および勤務・学業等の都合により、やむを得ず大会開催地（青森県）以外の地域において宿泊（以下「後泊」という）をする場合の補助金支給に関し、以下のとおり定めるものとする。

補助対象者
監督および選手(派遣参加費補助金対象者)

支給要件
以下の要件を満たす場合に限り補助金を支給する。
（１）大会開催地（青森県）以外の地域（経由地・空港周辺等の県外）に宿泊していること。
（２）競技終了日に宿泊していること。
（３）復路の交通機関の接続、または翌日の勤務・学業等の都合により、開催地からの当日帰県が著しく困難である、または翌朝からの業務等に支障をきたすと認められること。
（４）予め、県スポーツ協会へ後泊について届出・連絡をしていること。

補助上限額および対象経費
（１）18,000円を上限とする（消費税・宿泊税は別途）。
（２）宿泊プランにあらかじめ含まれている「朝食付きプラン」での宿泊に限り、その全額（上限18,000円の範囲内）を補助対象として認める。

補助金の精算について
（１）本補助金の精算は、別途概算払いにより交付される「派遣参加費補助金」の精算手続きと合算して行うものとする。
（２）補助金の支給（精算）を受けようとする場合は、大会終了後原則２週間以内に、別に定める「後泊補助申請書」に領収書（原本。対象者の氏名、宿泊日が明記されたもの）を添えて、派遣参加費補助金精算書と併せて県スポーツ協会へ提出すること。
（３）宿泊費の実費が補助上限額（18,000円）を超過した場合、その超過分は全額自己負担とする。また、実費が上限額に満たない場合は、当該実費の額を対象経費として精算する。



